






















































西暦元年，A..O ．セルサス（AurelisCornellsCelsus）は 医 学 書8 巻を書い
た。彼の色彩観はオカルト（occult;秘学）ではなく， 実践的・合理的であっ















太陽が利 用できない場合， 色彩 治療 の方 法は ほかに もあ る。 色彩療法ぱ病
気 の歴史 と同じ く昔 からあ るので， 単純 な療 法が 数多 く 考え られ てきた。 中
世では， 病気 を直す のに 色 の布地が 用い られた。 初期 の医学は 色彩媒体 とし
て宝石や 着 色ガ ラスを 使っ て色 と光が利 用 された。 歴史 の初 期に， 教会 のス






1875 年 ， ポ ソ ザ （Ponza) と い う 名 の ヨ ー ロ ッ パ の 医 者 は 色 の 病 室 ， 色 ガ ラ
ス 窓 ， 色 の カ ー テ ン ， 色 の 備 品 を 配 置 ， 赤 と 青 が も っ ぱ ら 使 わ れ た 。 無 口 の
妄 想 患 者 を 赤 い 病 室 に 収 容 ，3 時 間 経 過 し て 陽 気 で 快 活 に な っ た 。 拒 食 症 の
患 者 が 赤 い 病 室 に 入 り ， 朝 食 は な ん で も い い と 要 求 し て 驚 く ほ ど か っ か つ む
さ ぼ っ た 。 狂 暴 な 患 者 が 拘 束 服 を 着 て 青 窓 の 病 室 に 閉 じ こ め ら れ た が1 時 間
も た た な い の に 彼 は お だ や か に な っ た 。 今 日 ， 赤 と 青 の 病 室 は す で に な い 。
専 門 医 は 新 し い 療 法 ， 方 法 ， 設 備 ， 薬 を 応 用 し て い る 。 色 の 採 用 は 環 境 の 特
効 薬 に な り ， 治 療 薬 で は な い が 人 に 快 い 気 分 を 奮 い 立 た せ ， そ の 目 的 で 役 だ
つ 。 最 高 の 看 護 に 色 は い つ も 絶 対 必 要 で あ る 。
色 彩 療 法 と し て は ， 皮 膚 ， 目 ， 自 然 色 の 食 物 や 飲 物 ， カ ラ ー フ ィ ル タ ー に
よ る 太 陽 光 照 射 の 水 な ど は 直 接 有 効 で ， 衣 服 の 色 ， 住 ま い の イ ン テ リ ア カ ラ
ー な ど は 間 接 的 に 有 効 で あ る 。 あ い に く ， 衣 服 の 色 や 住 ま い の 色 は そ の 効 果
が 一 般 に 理 解 さ れ て い な い 。 人 は あ る 色 を 必 要 と し 好 き に な る が ， ほ か の 人
は 別 の 色 を 求 め る か ら でI あ る 。
初 期 の 教 会 の ス テ ィ ン ト ク ラ ス の 治 癒 力 は 注 目 し な い わ け に い か ず √ そ の
発 見 は 当 時 の 色 彩 臨 床 医 暉 影 響 し ， 彼 ら の ほ と ん ど は 内 科 医 で あ っ た の で ，
ス テ ィ ン ト ク ラ ス 方 式 を 導 入 し た 。E.D 。 バ ビ ッ ト （EdwinD.Babbitt) は 先
世 紀 こ の 構 想 を 模 写 し た の で あ る 。 色 ガ ラ ス が は め こ ま れ ， 太 陽 に 合 わ せ て
動 き 治 療 は 働 い て い る と き も 休 ん で い る と き も 実 施 さ れ た 。 太 陽 光 に 照 射 さ
れ る 色 は 個 々 の 必 要 に 応 じ て 選 ぶ わ け で あ る 。 ガ ラ ス と か プ ラ ス チ ッ ク の す
べ て の 色 が 役 に た つ と は 限 ら な い が ， 劇 場 の 投 光 照 明 の よ う な √ カ ラ ー ゼ ラ
チ ン フ ィ ル タ ー の 代 用 と し て 思 い つ い た 。 カ ラ ー 七
。




ガ ア デ ィ ア リ(Dinshahp.Ghadiali ） は 色 彩 治 療 の 手 順 に つ い て ， 患

































選 ぶ。一 般 の人は 少なく ともこれら の正 確 な色を 見つけ ることが できない か
ら，原色をそ のまま使 うとか， 必 要な 色をつ くるため 色を組合 わせ ること で
満 足し てい る。
顔料 の原 色は赤, 黄, 青 であ って， 一 定 の割合 でこれら3 色を 混ぜる と黒 に
な る。光 の原 色は赤， 緑， 青紫 で これらを 混ぜ ると向い 光に な る。 ガ ラスと
か ゼ ラチン フ ィル タ ーのカ ラーの 参考 とし て， 第1 表 と第2 表を掲げ る。

























タ ー コ イ ズ










赤 … タ ーコ イズ
緑 マ ゼ ン タ









































ル フ テ ィグ（WilliamLuftig ）ぱ特 殊 な光技 術を 開発し た。 彼は光治療
に 体質療 法 も組合 わせ て白 内障を澄んだ 目に 回復 させた のであ る。
根本的 に， このテ クニックは白 内障 の段 階次 第 で,2 分 間ないし20 分間患
者 の閉じ た 目に光を 集中させ る。 光 源は患 者か ら3 フ ィート か1.5 フ ィート
離し てお く。 照度 も光 の焦点を合 わせ る よ う調節 で き 右。 光に過敏 症なら，
治療のはじ め に集中光を 弱め るよ う調節 す る。 青 色光は また 鎮 静効果があ る。
その反応 を 増強す るため時 折他 の色も組 合 わせ る。 ど んな色を採用す るか
は 個々の症例 次第であ る。 たとえ ば，赤 色光は より大 きい刺 激効果があ り，
循環を促進 す る。 黄 色光はや は り刺 激効 果が あ る。 緑色 光は正常 化 させなお
殺菌力があ る。 色彩療法 では部屋は 通常反 応 を増 すため に暗 くし ， 日光 の影
響 をふせ ぐ。
それぞ れ の治療時 間は5 分から20 分で， そ れ も白 内障 の症状 次第 であ る。
普 通，20 分 か ら24 分の局部照射が 治療を十分 に す るため 必要 であ る。w.
ルフ テ ィグは 自分 自身1 年以 上 も逆 効果 もな く実 践し て， そ の治療 の
十 分な安全性 を保証し てい る。 彼は無数 の患 者に 色彩療 法をし てすばらし い
成 果をあげ てい る。 さら に， 光 のささい な強 さ で も役 だ たせ ている。
こ のことは もっぱら アルント の有名な生理 学 法則（Arndt'slawofphysiology)
と一致し てい る。 すな わち， やib ら かな刺 激は かえ っ て生理 的 活動を非 常に
興 奮させ第1 位で，do だや かな刺 激は生理的 活 動を 有利 に 働かせ第2 位 であ
・3）











































赤 色光は 日光 の暖か い要 素で， とくに 血液を 活発にす る。 またあ る程度， 神
経 も活発にし て くれ る。 赤 だけ でな く黄も透 過す る赤 色 ガ ラス では緊張す る。
赤 色光は麻疹， 潜伏， 慢性 の症状に ょいと判 明し てい る」 と言 ってい る。
黄と胆は神 経を 刺激 す る。 神経 の頂点 であ る脳 の興奮 因子 と同じ く黄ば 神
経刺激 の素 因 であ る。 黄は一 種 の緩下 剤， 催吐 剤， 下 剤そ のも のであ った。E.D.
バビ ットは便 秘， 気管支炎， 痔 疾に黄を活用し た。 お よそ 半 々の割合
で，黄は強壮 剤 であ りまた補強剤 であ った。 青 と紫は冷 た く， 電気 のよ うに，
引 き締める効 能を もつ。
のうせぎずい





















































－ シ ョンの使用 で起 る。 また， イチ ゴ， ソバ菓子 の摂取 で も起 るこ とがあ る。
工業 用の毒気に さら された り， オ ラン ダボウフ ウ， イチジ ク， コール タール
製品 を扱 っただけ で 発疹が 出 るこ とは 知られ ている。 イタ リアのあ る地方 で
は黒い羊だけ 飼い， アラビ ア のあ る地 域 では黒い馬 だけ 飼い， 黒 い馬 の白い



















































4。 各色の生理 学的属 性
（注） 固有色名（系統色名;Jis 色記号）(1
） 赤 （vividred;4.OR4.5/14 ）

























ピ ン ク（palepink;4.OR8.5/3.5 ）
赤 燈 （vividreddishorange;10.OR5.5/14 ）
侵 （vividorange;4.0YR6.5/14 ）
黄 價 （strongyellowishorange;8.0YR6.5/12 ）
黄 （vividyellow;5.0Y8.0/13.5 ）
レ モ ソ イ,エ コー （vividgreenishyellow;9.0Y8.0/12.5 ）
緑 （vividgreen;4.OG5.0/10.5 ）
青 緑 （strongbluishgreen;9.OG5.0/8.5 ）
ア クア マ リV(softgreenishblue;5.OBG6.0/4.5 ）
ター コ イ ズ （brightbluegreen;5.0BG6.0/8.5 ）
青 （vividblue;3.OPB3.0/12 ）
イソ デ ィゴー （darkpurplishblue;6.OPB1.8/4 ）
紫 （vividviolet;9.OPB3.5/12.5 ）
赤 紫 （vividpurple;2.OP3.5/12.5 ）
マ ゼ ン タ（vividredpurple;6.ORP3.5/13.5 ）
茶 色 （lightbrownI4.0YR5.5/6 ）
黒 （black;Nl.O ）
灰 色 （mediumgray;N5.5 ）
シ ル バ ー （silver)
乳 白 色(opalescent ）
ク リス タル （crystal; 水晶や カットガラ スの無 色透明）








































照 射 す る と血 液 の循 環 を よ くす る。 へ そ と鼠 径 部 に 照 射 す る と 腸 の 働 きを 活
発にする。1940
年，色彩効果について日本の研究では，テンジクネズミを使い，赤色
光 と 色 彩 に 関 す る 効 用 発 見 の 研 究15
光 の 照 射 が 急 速 に 成 長 さ せ る こ と を つ き と め √ 同 様 に ， ウ サ ギ で は 即 座 に 成
果 か 示 さ か か ． た が ． 面 田 隆 下 の ぼ 応 か み た の で あ 乱 ． 午 の 場 合 ． 赤 角, 光 照W
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光 と 色 彩 に 関 す る 効 用 発 見 の 研 究17
熱 字 不 調 を き た す 。 他 の 色 光 を 除 い て 赤 色 光 だ け に た よ る の は よ く な い 。 極
端 な 症 例 以 外 は 赤 仇 光 か 催 う べ 訟 で か い 。 赤 伊, 光 は 目 や 顔 に 照 射 じ た い よ う
●「フ ミ゙ 1‾="'゙「 ″「S/7W/-W ●/り/j ‾ ゛V/9W 〆WI ・ ■1//・f ●甲●f・¥' りー= ｀ ／
予 防 策 を 講 ず る こ と で こあ る 。 顔 以 外 の 体 に 照 射 す れ ば よ い 。 赤 外 線 は 決 し て
使 っ て は い け な い 。 十
几























（3 ） ピ ン ク （palepink;4.OR8.5/3.5 ）
ピ ン ク は 無 邪 気 の 色 で あ り ， 女 性 そ の も の の 色 で あ る 。 ピ ン ク は 夜 明 け り
色 で あ る と こ ろ か ら ， 新 し い 発 端 の 感 性 を 高 め る
。 皮 肉 癖 （cynicism ） を 矯 正
す る 。 激 し い 気 質 の 人 び と と か ， 子 供 じ み た 人 び と に 使 う の は よ く な い 。 犬ピ
ン ク は 気 の め い り と か ス ラ ン プ を 消 散 さ せ て く れ る 。o.
ブ ル ン ラ ー （OscarBrunler ） は
，
「 赤 の パ ス テ ル 明 色 の ピ ン ク は ， 体 よ
り も 心 に 大 き く 作 用 す る 。 寝 つ き の 悪 い 人 は ピ ン ク の 毛 布 で は 眠 れ な い 。 モ
の 代 り に 空 色 の 毛 布 を 使 う と 容 易 に 眠 れ る 」 と 言 っ て い る 。
一 般 に ， 中 間 色 （tone ） や 明 色(tint ） は パ ス テ ル ト ー ン と 言 っ て い る が ，
ピ ン ク を は じ め ， 空 色 ， ス ミ レ 色 ， エ メ ラ ル ド グ1; ー ン ， ク リ ー ム 色 ， ミ ル
キ ー なmm 白 色 な ど は パ ス テ ル ト ー ン で あ っ て ， こ れ ら 明 る く 淡 い 色 は 心 に
働 き か け る 。 他 方 ， 純 色 ， 原 色 な ど の 濃 い 色 は す べ て 体 に 働 き か け る の で あ
るoI
気 ま ぐ れ で 怒 り っ ぽ い 人 び と や ， ひ ど く 興 奮 し や す い 人 び と に は ピ ン ク を
使 わ な い よ う ，o. ブ ル ソ ラ ー は 警 告 し て い る 。
神 経 で 生 き て い る 人 び と に は ピ ン ク の 環 境 や ピ ン ク の 壁 は 決 し て 使
っ て は
な ら な い 。 プ ラ ス の 面 で は, ピ ン ク は 生 体 の 超 自 然 的 発 出 （vibration; 直 観 的 に
感 得 ・ 体 得 さ れ る ） を 呼 び 起 こ す 潜 在 力 を も っ て い る 。 た と え ば ， 若 返 り （re-juvenation
） に 強 烈 な 効 力 を 発 揮 す る 。 し た が っ て ， ピ ン ク は 多 方 面 に わ た っ











設的活動を 増大させ， 筋力 を 統合 させ るから であ る。 明 るい 橿は物 の色とい
うよりは すぐ れて心 の色 であ る。 とい うのは， どのよ うに生 命 のエ ネル ギ ー
や 物質が活用 されるかを 方 向づけ るの が笹 色光であ る。 笹は 引締 まった収斂
作用があ り， 水分 を軽 減す る。 さらに， 人類 の男らし さ をあら わし ， 単独 な
いし 単独 グル ープ で作業 す る人 び とに 使 うと よい。





ンc はレモンイエローに相当 す る。胆は抗生物質（ペニシリソ・ストレプトマ

































で あ る 。
母 乳 が 乳 児 の 興 奮 斉リと な る よ う に ， 月 経 痛 や 不 十 分 な 出 血 を 含 め て ，
ゆ る 種 類 の 排 せ つ を 澄 は 増 進 さ せ る 。 綴 は ま た ， は れ も の ， 吹 き 出 物 ，














































































































































も緑を必要とする。このごとは今日の人類は休息のない生きものに な っ て
いるからである。ほとんどの人びとは自らリラックメ,もエ.ンジョイもできな
し'ゝ 。 十 ＼
化 学 で は ， 緑 は 窒 素 に 相 当 す る 。 緑 は 血 液 の 循 環 を 助 け ， 壊 疸 や 麻 庫 な ど
光と色彩に関する効用発見の研究25
に使われ る（赤はまた麻摩を直し，燈は細胞を増殖させ る の で壊疸を手当てする）
緑 は喪失 感を 克服 させる。 緑は 調達力 の色 で， 資金 が必要 な ところ に注意 を
集 中させ る。 緑は 欲望を充足 させ るが， 物質 的利 益に 使 うべき でない。
緑は 目の疲 労を癒すだけ でな く，眠 りにさそ う。苦痛 と緊張 を ときほぐす
最 善の色 でもあ る。 緑内障 の眼圧 がそ の例 であ る。
づ
生理的 に， 緑は副甲状腺(parathyroidglands ） に 相当 する。 ウ イルス感染


































































青は最 も冷 たい 色であ り， そ の効めは鎮 静力 であ る。空 間 では 後退し， 凍
らせ， 結晶させ る。 厭世 観 のあ るときや ひどい スランプ状 態 に青 を使 っては
いけ ない。青 は反 応 がおそ いフ ィーV ン グを もっ てい る の で， 前述 の健 康状
態を徐 々に悪化 させ てし ま う。 それゆえ， 境遇に反 発す る人 び とや， 自己充
実 を より必要 とす る人 びと， 外 部の影 響に くよ くよし ない 人 び とに 有益 であ
る。し かし ， ひ ど く守 勢に たう 人 びと に とっては よくない。
青は悪夢を 軽 減し ， ヒ ステ リーの症状を 静め るのに よい。 青は 独立 心 と客
観性 を助長す る。青 は 発熱 を冷やし， やけ どを 癒し， 生体に 酸 素を 吸入 させ
る。 どんな もの でも生 体に 注入さ れるところに青 色光を照 射 す ると， そ の吸
収率が増 大す る。 ■
■ ㎜ ■ ㎜
青は落着きを 促進す る が，エ ネル ギ ーの包含 と増強を うながし ， 回復力 の
色となってい る。 つ ま り， 体重を増 加させ るのであ る。 また， 自制 がもっ と
要 求され るとき青 を使 うと よい。 精神的に， 青は閉所恐 怖 症を 治 癒させ る。
青はひ どく厳し く憂 うつ な人 びとに とっ てよ くない。 生 理的 に， 青ば下垂





































バビ ットは青 色光 の臨 床例を 次 の よ うに 紹介し てい る。35 歳 の男性
が長 い間，身 体的 また精神的 な努力 を重 ねて きた が， 神経系 統が不調 をきた
し ，
祉乱
し， 過敏性 とな り， 夜 も眠 れ ず， 悪夢 に さい な 童れ， 食欲 は不定 で，
時 に がつ がつ食べ るし まつ であ っ た。 腸は便 秘 と下 痢 のく りかえし ，頭 痛は
ひ んぱ んで， ち ょっとし た興 奮 で気 力 もな くし ， ひ どい失望 の どん底 に落ち
込 んだ。
彼 の過 敏性に赤 色光は 向か ない の で， 青 色光照 射を採用， そ こで有益な効
果 が即座にあら われた。不 調 の全 系統 は急速 に 回復し た の であ る。 実際には5
色の青 色光が神 経系統に 働き健康 を 回復 させた わけ であ る。そ れ以来，再
び 絶え まない身 体的 また精神的 活動 に もどぅ た が， な んら 神経症 の徴 侯もな
く再発し なか った とい う。 二
次に，E.D ． バビ ットぱ女 性 の症例 を引用し てい る。
この女性は3 年 間病弱 で， そ の後 半は部屋 に 閉じ こ もった ままで， 生命力
は 減少， 神経系 統 もそ こね， どんな 強壮剤 もきかず， 夜 の眠 りは鎮 静剤に た
よ り， 食欲 もな く，唇， 顔， 手 には， ほと んど血 の気 もなかった。
医者 のすす めで太陽 光のふ りそ モ ぐ居間 に移 り， 青い ガ ラ ス 窓（36インチ
×16 インチ）が2 つ， そ れ に 南向 き で青 色光 の太陽 が照射し， そこに居 るこ
とにし た。 医者は通 常の 日光 浴 もすす めた。少 な くとも午前 と午後,1 回20
分 ないし30 分裸 の背に青 色光 の照 射を受け た ところ， そ の効果 はめざ まし い
ものであ った。順 調にはか ど り， 普段 着を 着た まま青色光 の照 射を受け ても
十分 であ った。2
ないし3 週 間で， 目に 見え て好転し， 顔， 唇， 手 は生 き生 きし た色にな
り， 夜もよ く眠 れ， 食飲 も増し ， 体力 や生 命力 が回復し，神 経系統は 決定的
に 強 くなり鎮 静し た。
大体6 週間 で1 回に,2,3 段 の階段 の登 り降 りをし た。 体が どれほ ど回復
し たかをため すために も！3 ヵ月 で外 へ 出 て散歩 する までにな った。 窓に青
ガ ラスがはめ こ まれ， 青 色光 のき きめに もっぱら ゆだ ねたこ とが， すべ ての1
）
強 壮剤な どを やめ ることが できた の であ る。E.D.
バビ ッ ト は，「この女性 は十 分に 青ガ ラスの太陽 光を 受け て成 功し
た ものでお る。 彼女 の消耗条件 での青 色光は 感じ や すい人 には興奮 させ てし
ま う。適正な 青 色光（比較的明るい）が裸 の皮膚 ば 強す ぎるこ とぱな かった 。」
30
と言っている。さらに，はげ頭を青色光で治癒した 症例 があ る。 毛髪をす






























授T.R.S. ニシッ-yョン（ThomasR.S.Sission ）博士は1958 年2 月はじめて活
用して以来，150 の 症例に青色光はきわめて効力があると報告している。
光と色彩に関する効用発見の研究31
青色光が 達す る皮膚 の表面近 く の小さな血管を 通過 す ると き， ビ リルビン
（bilirubin)を こわし て青 色光療 法は ききめを 発揮す る。 ビ リルビ ンは黄 色が
か った物質 で あ り， 生体 がなんらか の理 由でヘ モ グロビ ン（hemoglobin; 血色
素，Hb ） を破 壊 す ると き生成 され る。赤血球（redcell) の大 部分を 占め るヘ
モ グロビンは そ の作 用で主 とし て酸素 の運搬をし ，そ の他炭 酸脱 水酵 素を 含
み ，炭酸ガ ス の運 搬やpH （水素イオン濃度指数）調節に も関与 す る。赤血球
の表面の膜 が破壊 さ れてうヽ モ ダ ロ ビン が細胞 外へ 出 て し ま う現 象を溶血
（hemolysis）とい う。 溶血 が盛 んな ときはビ リル ビン が大量 に生 成 され て血 液
中 に出て くる。 もし 新生 児にビ リル ビンが大量に 生成 され るなら ， 新生 児 の
肝 臓は未熟 で ビ リル ビン の超過を 処 理し きれず， 脳 の損 傷 ないし 脳性小 児麻





















式に二大別されるJABO 式では,A 型・B 型・O 型・AB 型の4 つの型が
あり,Rh 式ではRh 陽性型とRh 陰性型がある。
ある型の血清にほかの型の血球を混ぜると目に見えてつぶつぶにかたまり，
これを凝集反応という。A 型とB 型が明らかな血清を使い,A 型血清（抗B
血清）で凝集すればその血液はB 型,B 型血清（抗A 血清）で凝集するとその
血液はA 型であり，いずれの血清でも凝集しないとその血液はO 型，両方と
も凝集すればその血液はAB 型である。ABO 式の輸血の場合,O 型はどの




式は,Rh 陽性とRh 陰性があり,Rh 陽性の赤血球をかたまらせる
抗体は，はじめからもっているわけではない。Rh 陽性の赤血球をかたまら

















が母体の血 管に 入り，抗Rh 凝 集 素（免疫抗体）が作ら れ る。 この抗Rh 凝
集 素は小型 のIgG で あ るから容 易に 胎盤 を通過し て胎児 の血管 に入 り， 胎
児赤血球 の凝集あ るいは 溶血 を 起 こす。 し た が って流早 産 また は死 産 の可 能
性 が高い。 溶血 の結果 胎児の血 液中には 赤 芽 球お よびビ リルビン が増 加す る。
ビ リルビン は母体に よっ て処理 され るが， 分娩 後は新 生児に 処理能力 がない
ので黄疸 があ ら われ る。 とくに神 経 細胞 に 沈着し 易く， 脳性小 児麻輝 になっ
た り死亡し た りす る。 これが胎 児赤 芽球 症（erythroblastosisfoetalis）であ る。
こ のような 新生児溶血性 疾患 の多 くは血 液型 不適 合が原 因であ ると考え ら れ3)
てい る」 と言わ れ， さら に，ABO 式に も言及 され ている。
「Rh 式だけ でなくABO 式に つい て も血 液 不適 合妊娠 があ り うる。 た と
え ば 父がA 型， 母がO 型 で。 胎児がA 型 であ った とす ると,Rh 式 の場 合と
同様 の機 序 で母体血液中に 免疫 抗体 とし て の抗A 凝 集 素が作ら れる可能性が














































人 間 の 生 体 で は イ ン デ ィ ゴ ー は 騨 臓 （pancreas ） に 相 当 す る 。 物 理 的 に ， イ
ンディゴーはリンパ腺（lymphglands）の発熱に使うことができる。
イソデ ィゴーは濃い 青 と紫 の混色であ る。
R.T. ハント （RolandT ／Hunt) は「イソディゴーは聾唖を含めて耳や目
光と色彩に関する効用発見の研究35


























































































































め 目ざ わ りで 混 沌 とし た 色 群 で供 給 過 剰 の 状 態 に な っ て い る 。 そ の うえ ， け
ば け ば し い ぎら ぎら し た 照 明 が そ れ ら を 倍 増 し て い る。 黒 は こ れら の 催 眠 的
苦 痛 か ら 回 復 さ せ る効 能 が あ る。
黒 は 精 神 療 法 医 や 色 彩 臨床 医 が 嫌 う色 で あ る。 黒 ば 色 味 を もた ない の が そ
の理 由 で あ る。 光 か ら み れ ば ， 黒 はい さ さ か の 光 も な く， 顔 料 で み る と， 黒
は 光 のす べ てを 吸 収し ， 少し も反 射 し な い 物 質 で あ る。 実 際 に は， こ の 世 に
純 粋 な黒 は 存 在 し ない 。 黒 の顔 料 で も若 干 の 光 を 反 射 す る 。 物 体 色 の最 も黒
い 色 で も反 射 率 は2.4 ％ で， 絶 対 的 な 黒 で は な い 。
そ こ で， ド イ ツ の物 理 学 者G.R. キ ル ヒ ホ フ （GustavRobertKirchhoff,1824
～1887 ）は,15cm 立 方 体 の暗 箱 を つ く り， 内 側 を す べ て 黒 ビ ロ ウドを 張 っ
て， そ の 一 面 に1/5, つ ま り直 径3cm の孔 を あ け て， 孔 の まわ りを 白 く塗
っ て孔 を のぞ く と， こ の世 で一 番 黒 い 黒 が 見 え る と主 張 し ， こ の黒 体 発 見 を
キ ル ヒ ホ フ の絶 対 黒 と 呼 んだ 。 そ れ で も1 ない し2% は 反 射 す る。 キ ル ヒ ホ
フ の こ の 発 見 は 国 家 から 表 彰 さ れ てい る 。
そ れ ゆ え ， 黒 と 呼 ん でい る も の は 茶 色 の漆 黒 で あ る。 イ タ リア の美 容 研 究
家 は 「女 性 に 黒 い 衣 服 を 着 て は い け な い 」 と 力 説 し てい る。 そ の 理 由は 黒 は
分 拙 の 副 虐 か い か め;?、満 循 駆 みた 芦か,ら で 点;?、-





















































































































































ガ スを 和 ら げ る
しゅもっ
腫 物 を 軽 く す る
どんよく








































































































































































































乳白光 （たんぱ く光）， あい 色
黄

























































































の 過 剰 で 強 い エ ネ ル ギ ー 状 態 を 和 ら げ た め で あ る
。




ク カ ラ ー の 面 積 が70%, サ ブ
カ ラ ー が25 ％, ア ク セ ン ト カ ラ
ー は5% の 色 彩 配 分 に す れ ば イ ン テ リ ア の カ
ラ ー ・ コ ー デ
ィ ネ ー シa ン が 生 ま れ る 。 赤 い コ ッ プ は 視 空 間 の5% で 少 量
。
イ ラ イ ラ さ せ る 色 が か え
っ
て 同 種 療 法 の 効 果 で リ ラ
ッ ク ス




赤 は 通 常 も
っ
て い る 効 力 と 厳 密 に 逆 の 効 力 を も ち
，
同 種 療 法 に 適 し
て い る
。 ・。
色 彩 療 法 の 法 則 や 理 論 を ど の よ う に 応 用 で き る の
か ？ た く さ ん 異 な る 健
康 条 件 と か 精 神 状 態 に よ
っ
七 い つ ど ん な 問 題 が 生 じ る か ？ と い
っ
た 疑 問 が
こ こ に あ る
。
ま さ し く そ の 鍵 は 直 観 （intuition ） で あ る
。
わ れ わ れ は
，
色 を 使 い
，
色 を
作 用 さ せ
，
色 を 実 験 し
，
と り わ け
，
色 を 経 験 す る こ と で わ れ わ れ 自 身 色 に 対
し て 敏 感 で か け れ ば い け な い
。
十 分 に 色 に 敏 感 に な れ ば
，
自 分 の 眼 が 自 分 の
・
必 要 と す る も の を 教 え て く れ る
。
そ れ ほ ど 昔 で は な い が
，
瞳 孔 測 定 機(pupilograph ） が 発 明 さ れ た
。
目 の 虹 彩
の 収 縮 ・ 拡 大 を 測 定 す る も の 。 こ れ を 使
っ
た と こ ろ
，
被 験 者 は 自 分 が 大 好 き
な も の を み た り
，
ま た 相 性 の よ い も の を 感 じ た り す る と き
，
彼 の 目 の 虹 彩 は




好 き で な い も の を み る と き
，
虹 彩 は 思 わ ず 収 縮 し て し ま う
。 こ の




の 処 方 に 非 常 に 役 だ つ 。 と い う の は
，
人 が ひ き つ け ら れ る 色 と か 嫌 悪 す る 色
■■j ・ ・’・ ・ ’・・ ｜ ・I ’・’・r.。¶t.● -・j.●。。1.ニ ’。 ヾi―L?‥ ゝ●-J ・・̈・I・ ・.r.I.I・-。・・I?・’r・・I・ゝ・I’IIJ ぐr ・が 石 加 客 か ぢ 亡 あ る
。
‾ど ん な 色 を 好 む か 嫌 う か 直 接 た ず ね た ほ う が
か ん た ん
に 思 わ れ る が ， 自 分 自 身 さ え わ か
っ
て い な い 場 合 に こ の 測 定 の ほ う が 最 善 の




ラ ー ク （LindaClark ） に よT れ ば
，
「 色 彩 療 法 は 他 の 微 妙 な 治 療 法 と 似
て
，
時 間 が か か り 俯 聞 の 成 果 を 期 待 す べ き で な
い 。
し
色 彩 効 果 に 反 応 す る に は
時 間 が か か る
。
急 速 な 成 果 を 求 め 右 人 び と は も う
一 度 色 彩 治 療 を や っ て み た
ほ う が よ い 。 そ れ で も 色 彩 治 療 が 作 用 し な い と 言 う こ と が あ る
。
彼 ら ぱ 色 彩
治 療 に チ
ャ ン ス
を 与 え た こ
。
と は な い
。
堅 実 な 色 彩 応 用 は ほ と ん ど の 症 例 で き
き め がj あ る ご と 強 調 し て い る
。上 犬上=
‥
‥‥
‥ ‥
精神療法医は，進んだ人びとは身体に有益なものを熟望し，有害なものを
光と色彩に関する効用発見の研究47
嫌悪する。しかし，ほとんどの人は身体によくないものを相変らず求めてい
る。“良薬はロに苦じ という諺を銘記すべきである。人は深い分別から生
得的にわかっているからではなく，むしろなれなれしさで色を選ぶ。そして
事物には慣れるが，新しいものが健康によく精神を高めるとしても, それを
試すことをひどく嫌う。
このよ似こ曲解する癖を直すには，ちがったことをやってみることである。
たとえば，色彩治療からみても芸術鑑賞はすばらしい方法である。芸術家は
知覚対象の癖を超越し ようといつも心がけているからである。芸術家は人び
とに新しい方法で色をみせてくれる。したがって最高の芸術と最高の医術は
共通する。真の芸術は真の治療ど同一視される。
人は自分の感情的生体によって大きく条件づけられている。たとえば，破
滅的な感情は生理的・精神的に自分をだめにするが，建設的な感情は強力な
治癒効果を発揮する。色は人に対して感情的に強く影響するので，人を幸せ
にする手がかりとなっている。
太陽光照射の水，色光，環境の色，あるいは精神的に投影された色などは
いずれにして乱 感情的レベルで広い心と感性によるアプロ―チを試みるこ
とである。これこそ各色の性質と効果に精通する究極の手段である。
